
 

＜事前質問・意見 等＞ 

〇第２期 熊本市自殺総合対策計画（素案）について 

熊本県精神保健 

福祉センター 

池田委員 

⚫ 自殺の原因の１位が健康問題というのは依然と同じと思う。健康問題については、こ

れ以上の深堀は難しいと思うが、市町村ということで何か情報を有しているか。 

⚫ 重点対策のこども・若者の自殺への対策だが、こどもと若者を同一視できるのかがよ

くわからない。中学生、高校生、専門学校/大学、社会人と区分けした方が背景を把

握しやすいようにも思える。 

⚫ 重点対策の自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ対策であるが、自殺企図の方はかなり

多いと思われるが、そのうち自殺に至る割合はどの程度か。どのような方を、いつま

でフォローするのか。 

熊本学園大学 

小山委員 

⚫ 熊本市の女性の自殺の増加要因について、若い方や妊娠中の方など詳細なデータがあ

るのか。また、他県では、家庭問題の内訳まで出してあるところもあるため、そのあ

たりも検討してはどうか。 

⚫ 人口の約半分は女性なので、女性の対策というより、どういった課題を持っている女

性が多いのか、ライフステージに応じた支援があると良いのではないか。 

⚫ 年代別の自殺の統計は、自殺者数だけでなく、自殺率もあると良いのではないかと思

う。（世代によって母数となる人口が異なるため。また、数値目標が率なので） 

 

 

〇意見交換 

熊本市民生委員 

児童委員協議会 

濱部委員 

若者のひきこもり発見とその対応、対策などが現在の課題。 
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